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要旨
　柳永模は、韓国が開港した1875年から15年が過ぎた1890年に生まれ、プロテスタン
ト・キリスト教の宣教師が来韓した1884年から20年が過ぎた1905年にキリスト教に入
信した。また20歳の青年になった1910年には祖国が強制的日韓併合による日本の植民
地になった。このような激動の時代の中で、彼は一生聖書と東洋経典を深く研究し、
徹底した宗教修行的実践を行なった。
　この論文は青年柳永模が日韓併合という時代状況の中で宗教修行の道を歩んだ背景
に関する調査である。彼は青年期に安

アンチャンホ

昌浩が設立した「新民会」の会員との深い交わ
りを通して安昌浩の思想の影響圏の中で生活した。安昌浩 (1878-1938) は1896年頃に
キリスト教に入信し、当時の「独立協会」が主導した民権運動に参加することを通じ
て民権に関する自覚を持つようになった。安昌浩は米国留学後の1907年に帰国して新
民会という組織を設立して新民運動を展開していった。彼は植民地という危機の状況
を克服するためには、民の主体的実力を養成することが何よりも重要であると強調し
た。また実力には軍事的、経済的、外交的実力も重要であるが、最も根本になるのは
人格であり、良心と理性に基づいて確保される自由であると論じた。
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SUMMARY

 Yu Youngmo (1890-1981) was born in 1890, 15 years after Korea opened a port to 
Japan in 1875. He became a Christian in 1905, 20 years after a protestant missionary 
came to Korea in 1884. He was 20 when Japan annexed Korea in 1910. During these 
troubled and agitated times, he carefully studied the Bible as well as the Eastern 
scriptures and practiced religious self-discipline. This paper investigates the 
background of his religious faith and practice during the annexation of Korea by 
Japan. In this time, he was influenced by Ahn Changho’s thought because he had a 
deep relationship with the Shinminkai (New People’s Society), which was founded by 
Ahn. 
	 Ahn Changho (1878-1938) became a Christian in 1896 and learned about 
democratic thought and civil rights by joining the Independence Club. When he 
returned to Korea in 1907 after studying in America, he organized Shinminkai and 
developed the Shinmin Movement. He emphasized that, first and most importantly, 
the people themselves must cultivate their power and ability to overcome the crisis 
of colonization. He claimed that character, freedom of conscience, and reason were 
more important than military, economic, and diplomatic power. 

1．はじめに－柳永模に関する簡略な紹介と問題提起

　本論文は、キリスト者であった一人の青年（柳永模）が植民地時期に宗教的修行の
道を進むようになったことにはどのような思想的な背景があるのかに関するものであ
る。先ず柳永模の生涯を簡略な紹介する。柳永模（1890-1981、韓国人）がソウルで
生まれた年は、韓国（朝鮮）が開港した1876年から14年後であり、プロテスタント宣
教師が来韓した1884年から6年が過ぎた時であった。彼は YMCA の総務であった金

キム

正
ジョン

植
シク

（1862－1937）によってキリスト教に出会い、1905年（15歳）から蓮
ヨン

洞
ドン

教会に
出席し、キリスト教に入信し、20代前半まで礼拝参加や伝道など教会活動に熱心な青
年であった。彼は20歳（1910年）の時、民族救国精神に基づいて建てられた「五

オ

山
サン

学
校」の教師になった。
　五

オ

山
サン

学校は、李
イ

昇
スン

薫
フン

（1864－1930）が安
アンチャンホ

昌浩（1878-1938）の思想に影響を受け、
「新民会」に参加し、建てた民族学校である。柳永模はここで多くの新民会の人物と
出会った。また彼はこの時期にトルストイの書物を読み、『華厳経』や『老子道徳経』
等の東洋経典を読んだ。そして23歳の時、留学のために日本に渡ったが、突然大学へ
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の進学を断念し、一生を田舎で農業をして生きることを決心して、帰国した。その
後、彼は一生涯、聖書と東洋経典に深く傾倒し、徹底した修行的実践を行って、独自
のキリスト教体系を構築した人物になった。
　 彼 は、 崔

チェ

南
ナム

善
ソン

（1890－1957） が 発 刊 し た 雑 誌『 青 春 』 に「 私 の1234」（2号、
1914）、「活潑」（6号）、「農牛」（7号）、｢ 今日 ｣（14号1918）、「無限大」（15号）等を
発表していく中、1918年（28歳）に自分の年齢を年数ではなく日数で計算し始めた
が、これは一日が即ち一生そのものであると考え、一日（今日）を忠実に生きていく
ためであった。そして1921年（31歳）から2年間、五山学校の招聘を受けて校長職を
務め、この時に弟子咸

ハム

錫
ソク

憲
ホン

（1901－1989）に出会った。そして1928年（38歳）に、当
時の民族指導者であった李

イ

商
サン

在
ジェ

（1850－1927）の代わりに YMCA で「研経班」を指
導するようになり、35年間「研経班」を指導しつつ、多くの人々に大きな影響を与え
た。また、彼は1941年（51才）から「一日一食」を始め、妻と「解婚」を宣言して妻
を姉としてもてなし、毎日板の上で寝た。これは「イエスのゲツセマネの祈りと十字
架」を「生中死」（生の終わりではなく、生の真ん中で死に進む）の教えとして受け
入れ、それを実践するためであって、これを一生行った。彼は韓国戦争（1950－
1953）を経験した後に、この地に御言葉が切実に必要であると感じ、1955年4月26日
に自分の死亡日（1956年4月25日）を公開的に宣言し、日記を作成し始め、1975年ま
で20年間記録した。この日記は即ち彼の思想録である。
　このような柳永模の人生と思想は、今日の韓国神学界において土着化神学、宗教神
学、生命神学の分野で研究され、また民主化市民運動界においては咸

ハム

錫
ソク

憲
ホン

の師匠とし
て「シアル思想」の分野で研究されている。また、2008年にソウルで開催された「世
界哲学大会」（THE XXII WORLD CONGRESS OF PHILOSOPHY 2008）では、韓国を
代表する思想家として世界に紹介されて哲学界でも研究され始めた。
　本論文は、先に述べた通り、青年柳永模の周囲の人々の研究を通じて、彼がどのよ
うな時代の流れの中に立っていたかを理解するための作業である。特に柳永模の青年
期は強制的な「日韓併合」という時代状況の中にあった。祖国が植民地になり、数多
くの志士が祖国の独立のために犠牲的活動を展開していた。ところが同じ時代状況の
中に、柳永模は宗教修行の道に進んだ。ソウルの近郊で農業を始め、研経班で経典を
教え、「一日一生」、「一座」、「一日一食」、「解婚」、「生中死」などの宗教修行を実践
していった。
　このように、彼が当時の時代状況の中で宗教修行の道に進んだことはどのような背
景を持っていたのか。この質問に対する答として、先ずトルストイの影響、弟である
柳
ユ

永
ヨン

黙
ムク

の死、『華厳経』と『老子道徳経』の影響などが考えられるが、植民地化とい
う当時の韓国の状況と関連して、もっと直接な思想的背景になった人物は安

アンチャンホ

昌浩であ
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る。この論文は、先ず安昌浩がキリスト教に出会い、熱心に教会生活を行いながら、
「独立協会」に参加して民権に関する自覚を持つようになったことを述べた後に、植
民地の状況を乗り越え、独立に進むための方案として強調した彼の「新民思想」がど
のような内容を持っているのかを分析する。このような作業を通して、柳永模の独特
な生の背景をより確かに把握することができると思うからである。

2．安昌浩のキリスト教入信 

　安
アンチャンホ

昌浩（1878－1938）は韓国（朝鮮）が開港して2年が過ぎた年に平
ピョン

安
アン

南
ナム

道
ド

江
ガン

西
ゾ

郡
グン

で生まれた。彼は日清戦争当時、最も熾烈な戦闘の一つであった平壌城戦闘（1894
年）を直接目撃し、衝撃を受けて、救国の意思を持つようになった2。18歳になった
1895年に学問を進めようと決意し、単身でソウルに上京したが、その時は1884年に来
韓したプロテスタント宣教師が宣教活動を始めてから10年目という時であった3。宣
教活動の中で医療分野においては1885年4月にアーレン（H. N. Allen）によって最初の
西洋式の近代的病院であった済衆院を設立したのちに、各地域に病院が建てられた4。
教育宣教の分野においては、1886年にアペンゼラー（H. G. Appenzeller）によって培
材学堂が、1886年5月にはアンダーウッド（H. G. Underwood）によって救世学堂
が、1886年5月にはスクレントン（W. B. Scranton）によって梨花女学堂が、1887年6
月にはエラーズ（A. J. Ellers）によって貞洞女学堂が建てられ、各地域にも学校が建
てられていった。また教会の数は、The Korean Repository の1895年10月号によれば、
全部で12箇所（監理教会が４つ、長老教会が８つ）が設立され、洗礼信徒が528人、
洗礼学習者が567人、幼児洗礼者が50人であり、1894年度には入信者が202人、キリス
ト教の家庭が55家庭であると報告されている5。1885年から始まった宣教活動は、10
年程度の短い時期であったが、開化という時代史的流れと宣教師たちの教育と医療の
宣教活動そして韓国人信徒たちの伝道活動によって、その勢力が徐々に拡張されて
いった。
　安

アンチャンホ

昌浩はソウルに上京して宣教師が経営する「救世学堂」に入学した。救世学堂の
登録学生数は50名ほどであり、教育科目は聖書をはじめ算術、地理、音楽、生物など
近代的な学問であった6。教育内容は具体的には知られていないが、少なくともキリ
スト教思想と西洋、特にアメリカの政治、経済、社会、文化などの概略的な内容が含
まれていたと考えられる。彼はそこでキリスト教と西欧の近代的な世界観を受け入れ
るようになった7。
　安昌浩は救世学堂の韓国人教師であった宋

ソン

淳
スン

命
ミョン

の影響を受けて、キリスト教に改宗
し、キリスト教信仰に熱心な青年になった8。宣教師アンダーウッド（H. G. 
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Underwood）が刊行した『キリスト新聞』の1897年7月1日号に次のような記事が
あった。

　平壌近郊に住んでいるイ・ソクカンという人がいる。彼は貧しい人であるが、
学徳を備えた人であった。何回も伝道を受けたけれども、なかなか信じなかっ
た。ソウルで学堂に通う安昌浩という人が去年イ・ソクカンを訪ねて、自分は前
に犯した罪によって死ななければならない者であった事を一つ一つ話し、涙を流
しながらイエスの十字架による救いを真心で伝えた。イ・ソクカンはこの話を聞
いて心に聖霊の感動を受け、自分の罪を悔い改め、キリスト教に入信した。その
後、その町に礼拝堂が設置され、信徒は60名になり、一心に主を敬い、イエスを
伝道していた9。（筆者翻訳）

　この記事を見ると、安昌浩が当時伝道熱心な青年であり、彼の初期の信仰は「罪の
自覚とイエスの十字架による救い」という信仰に基づいていることが把握できる。ま
た、『朝鮮イエス教長老会史記』を見ると、安昌浩は故郷である平

ピョン

安
アン

南
ナム

道
ド

江
ガン

西
ゾ

郡
グン

に
「灘

ナン

浦
ポ

理
リ

教会」「靑
チョンサンポ

山浦教会」などの教会が建てられる時に大きな役割を果たした、と
記録されている10。 

3．安昌浩の独立協会の活動に参加－民権に関する自覚

　安
アンチャンホ

昌浩がソウルで救世学堂に通っている1897年に徐
ソ

載
ジェ

弼
ピル

（1864－1951）による独立
協会が発足し、民権運動が展開された。徐載弼は「甲申政變」（1884年）の一員で
あったが11、甲申政變の失敗後、アメリカに渡ったのちにキリスト教徒になり、医学
を勉強して医師になり、アメリカの市民権を取得した人物であった12。その後、彼は
1896年に「甲午改革」の改革勢力の招待で国内に戻るようになった。徐載弼は、改革
の成功は民の自覚と支持によって可能になるという立場で、民権運動を展開していっ
た13。彼は民の啓蒙のために純ハングル新聞である『独立新聞』を発行し、「独立門」
を建立して国の独立精神を高め、各種の討論会を開催して社会政治に対する批判的意
識を高揚させた14。民権運動は多大の反響を呼び起こし、ソウルの市民たちの積極的
な参加によって、民が主体になって自発的に集まる大規模の集会である「万民共同
会」が開かれた。この万民共同会の展開は、1898年10月28日から6日間、ソウルの鍾

ジョン

路
ロ

において開かれた大規模の「官民共同会」の時に絶頂に達した。この時にソウルの
すべての商店が休業し、政府の官僚と各界各層の民衆が集まって演説と討論を行っ
た。集まって演説をした人は、学生と知識人だけではなく、儒学者と僧侶などの宗教
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者、様々な障害を持っている人、社会から ｢ 百
ベクジョン

丁 ｣ と呼ばれ賤民として扱われている
人々であった。この時に政治改革のための「献議6条」が、官民一致で合意された。
この結果は、今まで政治から除外された一般民衆が政治の政策を決める場に招かれた
という意味と、民衆の力によって政治政策を変えることが出来る体験を与えたという
意味を持った。「万民共同会」は自由民権、自強改革、自主独立を主張し、政治運動
を展開していった15。この時に徐載弼は民権運動を展開しながら、新たな文明の宗教
としてキリスト教を宣伝した。
　安昌浩はおそらく1898年後半期から独立協会の活動に参加した16。彼は平壌に独立
協会の関西支部を設立するために活動しながら、各種演説会に参加し、愛国運動家、
青年雄弁家として名声を博した。彼は民権運動に参加しながら、儒教的王道政治（専
制王権政治）とは違う西欧的議会民主政治について自覚するようになった17。しかし
民権運動を引っ張っていた独立協会が、当時政権を握っていた守旧派の捏造した政治
工作により解体されたし18、民の自発的な政治大会であった「万民共同会」も軍隊に
よって解散させられた19。その後、安昌浩は故郷に帰って教会と学校の建立に力を尽
くしたが、1902年9月に宣教師の推薦で神学と教育学を学ぶために太平洋を渡ってア
メリカに行った 20。

4．安昌浩の新民思想と新民会運動

　安
アンチャンホ

昌浩がアメリカにいる何年かの間に韓国の政治状況はますます厳しくなっていっ
た。日露戦争以後1905年に韓国の外交権が日本政府によって強制的に奪われた時に、
彼は救国活動のために帰国を決心した。彼の救国のプロジェクトは「新民会」を組織
する事であった。彼は1907年の初めに、まずアメリカで李

イ

堈
ガン

、林
イム

俊
ジュンギ

基などの同志と共
に国権回復運動団体として「大韓新民会」を発起し、国内の組織のために帰国した21。
　新民会の目的と方法は「大韓新民會通用章程」第2章第1節に示されている。「本会
の目的は我国の腐敗した思想と習慣を革新して国民を維新し、衰退した教育と産業を
改良して事業を維新し、維新した国民が統一連合して、維新した自由文明国を成立す
るためである。22」つまり新民会が追求していることは国民を維新して朝鮮（大韓）
に自由文明国を建設することである。この文章は新民会の最終目的とその目的を達成
するための方法を表現している。第一に、新民会の目的は祖国独立の達成ばかりでは
なく、独立以後にどのような国を建てるかを明らかにしているが、それは「維新され
た国民の自由文明国」、即ち民主共和国を意味した23。当時は朝鮮王朝体制がそのま
ま維持されていたので、祖国の独立のための活動を展開しつつも、儒教的王道体制を
志向する傾向があったが24、安昌浩は民主共和国という確かな方向を提示した25。
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　第二に、目的を達成するための方法であるが、それは「国民の維新と統一連合」で
あった。つまり民が新たに成り、新たに成った民が統一連合して独立を完遂し、民主
共和国を建立する、という意味であった。ここで安昌浩が構想した「国民の維新」と
は国家の支配による民の更新ではなく、国の主人として民が自ら自分の実力を養成す
る、という意味であり、民が自ら実力を養成した後に民の総体的実力行使を通して独
立と民主共和国を建立する、という意味であった26。
　これは、直時的な義兵抗争（軍事的実力を備えないまま儒教的義憤で行う武力行動
としての義兵活動）よりは27、民の実力養成に邁進するのが一番緊急なことである、
という意味を含んでいた28。民の実力養成として、彼が行った具体的な行動は「新民
会」という秘密結社を結成して各種事業を展開していったことである。それは一番目
に、平壌の「大

デ

成
ソン

学校」を始めとして全国に学校を建立する等の教育救国運動、二番
目は、啓発演説大会と学会活動、三番目は、雑誌と書物の出版運動、四番目は、最初
の株式会社である「平壤磁器製造株式會社」など民族産業運動、五番目は、「青年学友
会」という青年修養団体の結成、そして六番目は、独立軍基地建設の模索であった29。
　このように即刻的な義兵抗争より民の実力養成運動を優先したのは、彼の歴史認識
と革命方法論に起因している。彼は1907年に次のように演説した。

　毎度「時がさし迫っていて猶予できない」と話し、「百年河清（百年河清を待
つ）」を嘆き、「有りのまま、急いで」革命の旗揚げをして、毎度失敗したのでは
ないのか。…甲申の年（1884年）から団結と教育、産業主義として国力培養運動
を展開していたとすれば、すでに二十年の発展と成果があったのではないか。丁
酉の年（1897年）から実力運動をしていたとすればもう既に十年の成就、十年の
教訓ではないか。…このような力の準備こそ独立目的の達成の唯一無二の捷径で
ある30。（筆者翻訳）

　彼は開港（1876年）以後の30年間の歴史を批判的な視座で反省していた。甲申政変
（1884年）、東学農民戦争（1894年）、甲午改革（1894年）、独立協会と万民共同会
（1896－1898年）等、全てが革命を志向しているが、それが成功しなかった大きな理
由の一つは十分な民の実力を養成しないまま行った急進行動であったからである31。
従って革命の成功のために、急がなければならないことは教育、啓発、学会活動と団
体（集会結社）活動を通して、民が自ら国の主人であることを覚醒し、主人としての
多様な実力（知識、産業、軍事等）を養成することである、と主張した。結局、革命

（民族の独立と民主共和国の建設）は民の実力が養成された後に民の参加と支持そし
て統一連合を通して成し遂げることが出来るということであった。ここで大事なこと
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は、「新民思想」が当時全ての改革が失敗したという敗北意識を乗り越える新たな方
法を提示したことであり、今からでも順々に民の実力を養成していくなら必ず独立と
自由文明国の建設は成功できるという希望を提供したことである。また最も重要なこ
とは歴史の革命を完成する主体が民であることを主張している点であった。つまり彼
の新民思想は、民が自ら思想を覚醒し、自分の事業を革新し、団体活動と統一連合を
通して民の総体的実力を構築して進むことを力説した。 

5．安昌浩の修養団体の結成と活動

　安
アンチャンホ

昌浩は、実力には経済的、軍事的、外交的実力も重要であるが、最も根本となる
のは人格修養（人格という実力）であると強調し、「青年学友会」、「興士団」、「修養
同友会」のような修養団体を結成していった。彼は次のように発言した。

　今日の世界は民族競争の時代である。独立した国家が無くては民族が立つこと
が出来ないし、個人が存在することも出来ない。又、国民一人一人が覚醒して大
きな力を発揮しなければ、祖国の独立を維持することが出来ない。大きな力を発
揮する道は、国民の一人一人が奮発修養して道徳的に偽りの無い真の人格を持
ち、知識と技術に有能な人材になって、そのような個人が国家千年の大計のため
に堅固な団結をする事である32。
　世の中の全ての事が力の産物である。…誰でも自分の目的を達成するためには
先ずその力を求めなければならない。…力は健全な人格と堅固な団結から出るこ
とを私は確かに信じる。従って人格の訓練と団結の訓練、この二つが青年の諸君
に切に願う事である33。（筆者翻訳）

　安昌浩には民族の独立という確かな目的意識があった。それは当時の民族競争とい
う民族国家体系で編成されているので、独立した民族国家に所属されていない個人

（植民地の人民）は自分の自由と権利を保障する事が出来ないし、民主共和国の建設
も実現不可能であるからである。ところが彼はこの目的を達成する力に関して何より
も「偽りの無い真の人格」、「健全な人格」を重視した。これが「新民思想」の特徴で
ある。個人の人格（良心と理性）を重視したのは、これが独立のための実力でありな
がら、独立以後に民主文明国を建てるための実力にもなるからであった。安昌浩は次
のように語った。

　民族社会は一人一人の人民によって構成されたものなので、人民一人一人の方
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針と計画が集まって一つになる時に共通の方針と計画即ち合同の目標が生じる。
これが民族社会の原則である。この故に各個人はこの原則に基づいて真心を持っ
て自分の知恵で研究し、各々意見を発表していくと自然淘汰と適者生存の原理に
よって結局、世論が形成されていく。この世論が民族の志であり命令である。私
達は自由の人民であるので、絶対に奴隷的になってはいけないのである。私達に
命令することが出来るのはただ各自の良心と理性だけである。絶対に、ある個人
や団体に従属してはいけないのである34。（筆者翻訳）

　安昌浩は民の主体性とその主体性を現実化する民の実力を重視した。彼は、民が奴
隷的な人間にならずに、自ら実力を養成し、自らの良心と理性を通して自由に討論
し、合議し、世論を形成した後に統一連合を通して、自由文明国を建設していく事を
夢見た。安昌浩は民族国権の喪失という状況の中で独立という目的のために活動した
が、その独立だけが最終目的ではなく、朝鮮に「自由文明国」即ち民が主人になる国
を建てる希望を持って、「新民思想」（新民会活動）を展開して進んだのである35。

6．安昌浩の新民思想という背景の中で宗教的修行の道を進んだ柳永模

　柳永模が安昌浩と直接出会い、彼の教えを受けたという資料はない36。しかし青年
柳永模が安昌浩の新民思想の影響の中に立っていたのは確かである。それは、柳が20
歳の時に五

オ

山
サン

学校の教師として活動しながら、新民会の会員との深い交わりを持って
いたからである。五山学校は李

イ

昇
スン

薰
フン

によって設立されたが、彼は安昌浩の彼は安昌浩
の新民思想に感銘を受けてそれを実践するために五山学校を建て、一生安昌浩の思想
を実践した人物である37。柳永模は五山学校で李昇薰に出会い、彼を一生の間、師と
して尊敬した38。五山学校で李昇薰だけではなく、新民会の会員であった呂

リョ

準
ジュン

（1862
－1932）、申

シン

采
チェ

浩
ホ

（1880－1936）、尹
ユン

琦
ギ

燮
ソプ

（1887－1958）などに出会い、深い交わりを
持った39。
　安昌浩の新民思想は朝鮮が国権を奪われて民衆が苦難を受けた時に、それを克服す
る代案として、民の実力を養成して民が主体として立つ道を提示した。これが非現実
的であると批判を受けた事もあり、誤解を受けた事もあった。しかし新民思想の重要
性はたとえ短期間に可能な方法ではなかったとしても、民の主体性を強調し、主体的
な実力を養成した民の統一連合を通して新しい国の建設を提示した点である。
　安昌浩の新民思想は確かに青年柳永模に影響を及ぼしたと考えられるし、民族の危
機の中で宗教修行の道に進む思想的背景になったと思われる。青年柳永模は安昌浩の
新民思想を受容して、民の主体性と実力養成を宗教修行の領域において追求した。柳
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永模は一生の宗教修行を通して、民の地平を「民族主義的民主国家を建設する主体性
という安昌浩の地平」からより深化させ、更に根本的地平である「霊的であり、宇宙
的であり、修行的である地平」へ拡張させたと評価できる。また、柳永模の生と思想
は、キリスト教の信仰を修行論的地平の上に再構成する道を見せていると言える。
　彼の宗教修行は状況の回避でもないし、社会から離脱した個人的修養でもなかっ
た。彼にとって宗教修行は、安昌浩が新民思想を通して強調した主体的人格の実力を
成熟と変化させるための重要な実践であった。従って彼は脱俗に留まらずに、五山学
校の校長職を受け持ち、研経班で経典を教え、『聖書朝鮮』の人たちの要求に応じ、
咸錫憲をはじめとした弟子たちと交流した。結局一人の民であることを願った柳永模
は、自然の野草が厳しい冬の間に大地の中に自身を隠して自分の生命の実力を熟成さ
せて、春がめぐり来る時に大地のあちこちに命の芽を吹くように、自身をしっかりと
隠して主体的人格の実力を養成し、時が許されたときに芽を吹き、新たな花の種を歴
史の大地に蒔いた人物になった。40
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